
2024年９月大阪府看護協会感染管理地域ネットワーク作成
（大阪府委託事業）

レベル１ レベル２ レベル３
レベル４

･基本的な感染対策の理論的

根拠を他者に説明できる

･自部署の課題に気付き、改善

のために建設的な意見を述べ、

主体的に改善に取り組む

･自部署のみでなく、施設内

全体の課題に気付き、評価

と分析、改善に取り組む

･自らが基本的な感染対策の

実践を見せ、かつ、スタッフ

に対し、現場において直接

指導を行う

･研修での学びに応じて、

基本的な感染対策を自らが

実践する

感染管理研修スタッフコース(看護協会主催) 感染管理研修リーダーコース(看護協会主催)

地域ネットワーク交流会等

院外セミナー等

感染管理認定看護師教育課程等

感染管理等研修（保健所等主催）
感染管理関連学会等参加

感 染 管 理 ス キ ル 標 準 (Ver.1)

Ⓒ2014

⼤阪府もずやん

ご自身のレベルにあった研修等を受講 し、スキルアップを図りましょう

スキルアップのために、必要となる知識や能力を確認 しましょう

ご自身の実践力に応じて、今、どこまでできるかを再確認 しましょう

標準

予防策

□
正しい手技とWHOの5つの場
面に準じたタイミングで手
指衛生が実践できる

□

正しい手技とWHOの5つの場
面に準じたタイミングをケ
ア場面でスタッフに直接指
導ができる

□

正しい手技とWHOの5つの場
面に準じたタイミングにつ
いて、スタッフや施設内職
員に対して説明ができ、施
設の状況に応じて手指衛生
の実施状況を確認すること
ができる

□

施設内における手指衛生の
実施状況の評価を行い、課
題の明確化と改善に取り組
める

□ PPEが正しい方法で着脱でき、
必要な場面で使用できる

□
ケア場面でPPEの着脱および
使用について、スタッフに
直接指導ができる

□

PPEの正しい着脱方法や必要
な場面について、スタッフ
や施設内職員に対して説明
ができる

□

施設内におけるPPE使用の遵
守状況の評価を行い、課題
の明確化と改善に取り組め
る

感染

経路別

予防策

□

感染症患者発生時（疑いを
含む）は、二次感染予防の
ために必要な感染経路別予
防策を選択し、初動対応が
できる

□

感染症患者発生時（疑いを
含む）は、二次感染予防の
ために必要な感染経路別予
防策を選択し、初動対応が
できる

□

感染経路別予防策について、
スタッフや施設内職員に対
して説明ができ、感染症患
者発生時（疑いを含む）は、
スタッフに対して直接指示
や指導ができる

□

感染症患者発生時（疑いを
含む）は、感染拡大のリス
ク評価を行い、部署内職員
や患者に対する拡大防止の
ための対応が判断できる

環境衛生 □
感染予防の視点から、患者
エリアおよびスタッフエリ
アの環境整備ができる

□

患者エリアおよびスタッフ
エリアの環境整備の実施に
ついて、スタッフに直接指
導ができる

□

感染予防を考慮した患者エ
リアおよびスタッフエリア
の環境衛生について、根拠
に基づきスタッフや施設内
職員に対して説明ができる

□

施設内における感染予防を
考慮した患者エリアおよび
スタッフエリアの環境衛生
について実施状況の評価を
行い、課題の明確化と改善
に取り組める

洗浄・

消毒
□

施設内の洗浄・消毒マニュ
アルに基づいた洗浄・消毒
が実践できる

□

施設内の洗浄・消毒マニュ
アルに基づいた洗浄・消毒
について、スタッフに指導
ができる

□

スポルディングの分類を理
解した上で、施設内で適切
な洗浄・消毒について根拠
に基づいた説明ができる

□

施設内における洗浄・消毒
の実施状況の評価を行い、
課題の明確化と改善に取り
組める

医療

廃棄物
□

施設内のマニュアルに基づ
き、医療廃棄物の取扱いが
できる

□

施設内のマニュアルに基づ
き、医療廃棄物の取扱いを
スタッフに直接指導ができ
る

□

施設内のマニュアルに基づ
き、医療廃棄物の取扱いを
スタッフに直接指導ができ
る

□

医療廃棄物の適切な取扱い
について評価を行い、課題
の明確化と改善に取り組め
る

針刺し

切創
□

針刺し防止のために必要な
対策が実施でき、針刺し発
生時の報告の流れを知って
いる

□
鋭利器材使用場面や針刺し
発生時には、スタッフに直
接指導ができる

□

施設内で必要な針刺し切創
対策について、スタッフや
施設内職員に対して説明が
でき、部署内（施設内）の
針刺し切創件数や発生時の
状況を把握している

□
施設内における針刺し切創
対策上の課題の明確化と改
善に取り組める

マニュア

ル作成
□

施設内の感染対策マニュア
ルの内容に基づいた対応が
できる

□
施設内の感染対策マニュア
ルの内容に基づき、スタッ
フに指導ができる

□ 施設内の感染対策マニュア
ル作成や改訂に協力できる

□

最新の情報に基づき、施設
内感染対策マニュアル作成
や改訂に主体的に取り組む
ことができる

学びの

還元
□

研修等での学びと自部署で
実施する感染対策を照合し、
疑問等を上司や先輩に対し
て報告することができる

□

研修等での学びと自部署で
実施する感染対策を照合し、
部署内の感染対策上の課題
に気づき、改善のために建
設的な意見を上司や感染対
策委員に述べ、改善活動に
参画できる

□

部署内（施設内）のリスク
評価を行い、課題を明確化
し、改善活動に向け主体的
に取り組める

□

施設内全体の感染対策の実
施状況を評価し、指導・教
育計画の立案や整備が行え
る

院内に

おける

役割等

□
部署内感染対策グループメ
ンバー
部署内リンクナース

□

部署内リンクナース
InfectionControlTeamメン
バー
感染対策委員会委員

□

部署内リンクナース
InfectionControlTeamメン
バー
感染対策委員会委員

□

施設内コアリンクナース
InfectionControlTeamメン
バー
感染対策委員会委員


